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平成18年7月31日、地元読谷村が長年待ち望んだ 

読谷補助飛行場（国有地）の122ｈａが返還されました。 

この国有地を読谷補助飛行場跡地利用実施計画用地に供するため、 

同日付で、昭和53年に一部返還された区域を含めた139ｈａの 

国有地について読谷村有地との等価交換を行いました。 

　
読
谷
補
助
飛
行
場
用
地
は
、
昭
和

18
年
か
ら
19
年
に
か
け
て
旧
日
本
陸

軍
が
飛
行
場
建
設
の
た
め
買
収
し
た

国
有
財
産
で
す
。
戦
後
、
読
谷
補
助

飛
行
場
と
し
て
米
国
政
府
が
使
用
し

て
き
ま
し
た
。
復
帰
後
は
財
務
省
所

管
普
通
財
産
と
し
て
沖
縄
総
合
事
務

局
が
管
理
し
、引
続
き
米
国
政
府
が

日
米
安
全
保
障
条
約
に
基
づ
き
パ
ラ

シ
ュ
ー
ト
降
下
・
投
下
訓
練
等
の
た
め

の
施
設
と
し
て
使
用
し
て
き
ま
し
た
。 

    
　
読
谷
補
助
飛
行
場
は
昭
和
53
年
に

旧
滑
走
路
の
東
側
が
一
部
返
還
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
日
本
政
府
は
、

沖
縄
に
お
け
る
米
軍
施
設
・
区
域
の

整
理
、
統
合
、
縮
小
の
促
進
と
航
空

機
騒
音
等
の
基
地
か
ら
派
生
す
る
諸

問
題
に
よ
る
県
民
の
負
担
軽
減
の
た

め
、
日
米
特
別
行
動
委
員
会
（
Ｓ
Ａ

Ｃ
Ｏ
）
を
設
置
し
、
平
成
８
年
12
月

に
読
谷
補
助
飛
行
場
や
普
天
間
飛
行

場
な
ど
11
施
設
の
返
還
等
を
決
定
し

ま
し
た
。 

　
読
谷
補
助
飛
行
場
の
返
還
は
、楚

辺
通
信
所（
通
称
「
像
の
オ
リ
」
）の
移

設
等
が
条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ

ま
で
同
通
信
所
の
機
能
移
設
の
遅
れ

で
再
三
、返
還
が
延
期
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、今
回
、楚
辺
通
信
所
の
機
能
に

影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
区
域（
全
体
の
八

割
）が
返
還
さ
れ
ま
し
た
。 

    

　
平
成
14
年
に
策
定
さ
れ
た
沖
縄
振

興
計
画
に
お
い
て
「
読
谷
補
助
飛
行

場
跡
地
に
つ
い
て
は
、
個
性
豊
か
な

田
園
空
間
の
形
成
を
図
る
」
と
謳
わ

れ
て
い
ま
す
。 

今
回
、
読
谷
村
が
策
定
し
ま
し
た
、

跡
利
用
計
画
は
四
つ
の
柱
か
ら
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
ず
1
点
目
は
、
村
役

場
を
中
心
と
し
た
村
民
セ
ン
タ
ー
地

区
の
整
備
で
す
。
村
民
セ
ン
タ
ー
地

区
は
跡
地
利
用
予
定
地
の
中
央
に
位

置
し
ま
す
。
既
に
役
場
庁
舎
、
文
化

セ
ン
タ
ー
、
野
球
場
、
運
動
広
場
が

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
２
点
目
は
公
園
地
区
の
整
備
で
す
。

現
在
の
滑
走
路
は
散
策
路
な
ど
を
備

え
た
ロ
ー
ド
パ
ー
ク
に
生
ま
れ
変
わ

り
、
沖
縄
の
三
線
（
サ
ン
シ
ン
）
の

開
祖
と
い
わ
れ
る
赤
犬
子
（
ア
カ
イ

ン
コ
）
を
祭
っ
た
展
望
公
園
と
一
体

と
し
て
整
備
さ
れ
ま
す
。 

　
３
点
目
は
跡
利
用
計
画
面
積
の

3
/
4
を
占
め
る
先
進
農
業
集
団
地

区
で
す
。
同
地
区
で
は
旧
地
主
や
村
内

の
農
業
従
事
者
を
構
成
員
と
し
た
複

数
の
農
業
生
産
法
人
を
組
織
し
た
う

え
で
、新
た
に
地
主
と
な
っ
た
村
よ
り

農
地
を
借
受
け
て
、集
団
的
な
形
態
で

農
業
生
産
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。 
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４
点
目
は
国
道
58
号
バ
イ
パ
ス
、

村
道
中
央
残
波
線
等
の
道
路
の
整
備

で
す
。 

　
同
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、平
成
17

年
5
月
開
催
の
の
沖
縄
振
興
審
議
会

に
お
い
て
、沖
縄
振
興
計
画
の
位
置
付

け
に
沿
っ
た
も
の
で
、沖
縄
の
振
興
に

寄
与
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
旨
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、今
年
6
月
開

催
の
国
有
財
産
沖
縄
地
方
審
議
会
に

お
い
て
返
還
後
の
読
谷
補
助
飛
行
場

等
の
国
有
財
産
に
つ
い
て
読
谷
村
有
地

と
等
価
交
換
等
を
行
う
処
理
方
針
を

付
議
し
、異
議
の
な
い
旨
答
申
を
受
け

ま
し
た
。 

    

　
平
成
18
年
7
月
31
日
、
当
局
を
は

じ
め
、
那
覇
防
衛
施
設
局
、
沖
縄
県
、

読
谷
村
役
場
関
係
職
員
、
旧
地
主
代

表
者
等
約
百
名
が
見
守
る

中
で
、
酒
井
慎
一
財
務
部

長
と
安
田
慶
造
読
谷
村
長

と
の
間
で
等
価
交
換
契
約

の
調
印
が
行
わ
れ
た
瞬
間
、

会
場
は
割
れ
ん
ば
か
り
の

拍
手
と
跡
地
利
用
に
対
す

る
期
待
感
で
一
杯
に
な
り

ま
し
た
。 

 


